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おわりに
はじめに
8世紀頃を前後にして中国で流行 した軍持と称する浄瓶は,添 水台と尖台が附着 した独特の
形態を もつものである。軍持は仏教文化と関連をもった器物であることは確かである。 しかし,
その起源および用途,特 異な構造が定形化 した時期,さ らにイン ドから東アジアに伝え られた
年代についての詳細はまだ明かになっていない。軍持ということばは仏教経典中の律蔵のとこ
ろどころに記録 されているが,律 蔵が記述された時代と釈迦牟尼が生存 した時代とは少 くとも
4,5世紀以上の差異がある。監つまり,釈尊が生存 した時代には律蔵がなかったので,律 蔵の
内容は釈尊が作 った僧侶の規律ではない。 したがって,中 国 ・唐代の軍持の形態は釈尊の在世
時から存在 した軍持の構造とは同一の ものとは考えがたい。
BC6世紀中頃,イ ンドの既存思想であるバラモ ン教に反 して新 しく台頭 した仏教と 「ジャ
イナ教」Dによる殺生禁忌の厳格な法があったとして も,その時代 には軍持がまだ定型化 され
てはいなかったといえる。原始仏教時代には経典 も莊厳具もなかった時代だったことを推測 し
て見ると軍持が釈迦の生存時代に存在 したという律蔵の記録には疑問が残 る。発掘記録では,
ア レクサ ンダー大王の軍が,イ ンド西北部を侵攻 した後に創始 した,マ ウリヤ朝(BC310-
184年頃)の 遺跡 『タキシラ』から,最初の添水台 と尖台がついている器物が何点か出土 して
いる。 この器物には唐代の軍持と比較すると,すでに軍持の起源的な構造を示す古拙的な原型
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を保持 しているのが認め られる。
1世紀前後,ク シャー ン朝期に建立された 「サーンチー大塔」 の遺跡から1990年代に出土
した遺品には軍持の添水台 ・尖台と考えられる破片がある。カウシャーンビー,ソームナー ト,
ラージガー ト,ルパールの資料を比較すると,クシャーン朝時代にすでにイン ドでは軍持形の
浄瓶がロクロ成形方法で定形化していたことがわかる。中国 ・唐代に流行 した東アジアの軍持
の原型が,ク シャー ン朝時代にすでに定形化され,グ プタ朝期の仏教隆盛とともに軍持の使用
が活性化 したことが,仏像彫刻と仏教絵画によって確認できる。
本論の目的は,ク シャーン朝 とグプタ朝期の絵画,彫 刻および工芸品とに表現された軍持形
を比較検討 し,唐代の軍持の原形であるインドの軍持を考察することである。
一.軍持の語義
「クンチカ(Kundika)というのはサンスクリツ ト語の水瓶を意味 し,漢語では軍持,君
持,軍 遅あるいは軍持浄瓶と記録されている。」2'本論ではさまざまな形の浄瓶の中,現在一般
的に軍持 という名称でよばれている 「添水台 ・尖台附着形浄瓶」3)を考察の対象とする。
(1)「径中或作軍遲,此 云瓶也,謂 双口澡罐,律 文作鐔鎖非也」4)のように仏教経典中の軍
遅 というのは瓶であり,双口澡罐をさすといわれている。つまり,軍持 とは添水台と尖台
の部分をもっている浄水用の瓶と規定できる。
(2)インド人の 「アーナンダ ・クマーラスワー ミー(AnandaKumaraswami)」5)は1929
年の論文で,Kundika(Kundi)は瓶の肩部についている流れ(添 水台)か ら水を瓶に
入れて尖台で水をのむ容器と規定 している。
律蔵に記録 された多くの浄瓶あるいは軍持という用語の概念をまとめると,イ ンドにおいて
その原型は曖昧に表現されており一貫性が見られない。 しか し,上記(1),②の内容は,比較的
軍持の形態 と用途を明らかにしている。本論では,浄 瓶中に添水台 と尖台を持ち,双 口とよば
れる瓶を 『南海寄歸内法傳』の 「水有二瓶」條に記録された内容を参考 として軍持と規定 して
おきたい。
二.軍 持の形態(唐 代の定形)お よび細部名称規定(図 一1)
仏教の経典である律蔵,「摩訶僧祗律」に表記 された 「著嘴」という記録によれば,軍 持形
の特徴は以下のようになる。添水台は肩部に附着 されており,長頸部の上段には,成形する時
に固定した蓋の上段部に,排出口あるいは注出口が尖塔のようについている。排出口は上に向っ
て開いているので,必要な場合,こ の瓶を斜めに傾けてこの部分から水を注ぎ出す。注子の注
口のように見える添水台は,瓶の中に水を注入するための機能 としての構造であり,蓋の上に
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ついている排 出口は注口(水 を注 ぐ機能)の 役割
をする。
本論では,7世 紀末頃の軍持を 「水羅機能」61と
して把握 した唐の求法僧義浄の 『南海寄歸内法傳』
か ら 「水有二瓶」條の内容を参考 として,筆 者が
水羅機能に適合す るように規定 した細部名称を使
用す る。軍持 の用途を 「水羅機能」 で規定 して各
部分の名称 と機能を整理すると図一1になる。
②注ロー軍持に入っている浄水をふ りかけたり,
飮用時に使用する口。⑤尖台一浄水を注 ぐ為の機
管。◎蓋一瓶の蓋 で固定 し附着され,添 水台 とし
て添水時に把手として使用される。⑥頸部一細長頸浄瓶の意味をもち,注 出時に把手として使
用する部分。◎胴体一浄水の貯蔵機能をもつ部分。①高台一瓶を安置する為の台。⑧添ロー胴
体に水を注入する際に,微細な水虫を濾過する為,明 紬でつつみ,縛 って使用する。その為⑪
の添水口は必ず外反 される。⑤添水ロー添台の上位部 として添水する為に,尖台穴の直径に比
べて広径で製作するのが原則である。①添台一添水口台を支える台で,濾過機能上,上段部が
狭 くなって,外 反した添水口台の下段と固定 して附着 される。①添水台一添水口台 と添台の附
着結合部分の名称をアーナンダ ・クマーラスワー ミーは流れ(theflowofwater)と称 して
いる。
三.仏 教胎動期のマウリヤ朝の軍持
ベ ンジャミン・ローラン ド(BenjaminRowland)によるとrBC322年から約40年間イ
ンド全域を支配 したチャン ドラ ・グプタの子孫であり熱烈な仏教信奉者だったアショーカ王
(在位272～232)は,西方のギ リシアとイランと交流 した。∫ と記 し,「アショーカ王が仏教を
自国の領土全域に広布 し,仏法をもって国家統治の理念であることを宣布する巨大な石柱は,
15mをこえ,仏 法に関するアショーカの勅令が刻まれている。石に勅令を刻むのはイン ド固
有のものではな くメソポタ ミア文明に由来するものである。」8)という。マウリヤ朝の全時代は,
アレキサンダー大王の東方遠征以後,ヘ レニズムの影響を受けて,古代ギリシア ・ローマおよ
びエ トルリア文化がペルシャ地方からインドへ流入 していたのである。
陶器において も,イン ドでは,西方の影響を強 く受 けたものが現れている。ガンダーラの交
通の要衝である 「タキシラ」で発掘されたものが,ギ リシア陶器六様式の中,ア ンフォラ,オ
イノコエ,ク ラテルなどの陶器が,ガ ンダーラ様式で変容 させたものであった。タキシラの発
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図1
掘遺品のなかの軍持は古拙的な構造を持っている。即ち,添水台と尖台が附着 したものとして
記録されているが,律 蔵の記録では双口形軍持遺物として記されている。
(1)マウリヤ朝の軍持形瓶(図 一2ビ ール丘遺跡軍持形)
図一2は 「タキシラ』9)第三巻に収録された図版番号123(掲載
鞭繍,瓢 漉」難 窯 雛導鷺
添水台 と尖台が附着 され,外 観上では軍持の条件を備えている。
この器物を古拙的軍持 として見る根拠 は,細長頸瓶形式であり,
長頸の上段部 にある蓋の形象が中国唐時代軍持の形式 と同一 で
ある点にある。蓋の上に背の低い尖台が附着され,そ の上 に水
を注 ぐための穴があけ られ,尖 台の機能をもっているのは明 ら
かである。添水台の軸は垂直の角度をもっているが,水 を注 ぐ
機能とは関係がない。胴体 に附着された添水台か ら内部へ貫通
す る三つの小さな穴は,この器物における添水台の機能を示 していることは確かである。添水
口最上段の微細な外反は,濾過時,濾 過網を使用する軍持の重要な機能を示 している。しか し,
器物の下段部が破損されたまま出土 し,高台の有無を確認することができず 「タキシラ』の著
者 ジョン・マーシャルも第二巻の解説では軍持 と見ていない。
以上のビール丘遺跡軍持形器物を図解 して説明すると下記図一3になる。
② ビール丘遺跡軍持形瓶(図 一3ビ ール丘遺跡 軍持形器物の図解)
以上の図解から見て,各部分の形態と機能は唐の軍持形の機能と同じである。 したがって,
インドの古拙的な軍持とみなすことができる。 このような解釈は 「BC6世紀中頃,台頭 した
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図2ビ ール丘遺跡 軍持形
図3ビ ール丘遺跡 軍持形器物の図解
ジャイナ教 と仏教の殺生禁戒思想」1Dと関連 して考えるならば,こ の器物が濾過機能を もつ軍
持であり,また,ク シャーン朝時代とグプタ朝のインド軍持の原形であることも明 らかであろ
う。
四.ク シャーン朝の軍持
クシャーン朝の陶磁は,ヘ レニズム文化の影響を受 け,古代グレコ ・ローマン様式が強 く現
われている。技法的には,表面に泥漿を使用する赤絵式,あ るいは黒絵式の器物が流行す るが,
赤絵式の器物が主流 となっている。実際に用いられた文様は写実的な表現よりは幾何学的なも
のが主体であった。軍持形器物の場合,器 の表面には文様がないのが特徴であり,陶器の大部
分は器の全表面に泥漿が塗 られて光沢がある赤色に焼成されている。
ルシー レ・シュルベルク(LucilleSchulberg)は「50年頃,ガ ンダーラとカブール盆地を
占領 した中央アジアのスキタイ系クシャーンは,64年,都市国家タキシラを占領 し,BC4
世紀からギ リシア系,バ ク トリア王国によって持続的にヘレニズムの洗礼を受け,ガ ンダーラ
地方の主人となる。 クシャーン朝の始祖クジューラ ・カ ドフィーセスはアウグス トゥス帝時代
のローマ帝国と交流 し,160年頃カニシカ1世 が結集 した仏教会で,仏 陀の形象を重視する大
乗仏教の部派が形成された。」12)と記 している。大乗仏教の観音思想により,済度具現の方法
として仏像が造 られるようにな り,各種の莊厳具が使われたのである。軍持は仏教の象徴的な
器物 となり,また僧侶の持物として普遍化され,日常化されるようになった。クシャーン朝の
全時代を通 じて製作された軍持の尖台 ・添水台遺物などが,「インド全地域から発掘されてい
る。」13)イン ドで蒐集 された資料を提示すると,下記の通 りである。
(1)カウシャーンビー軍持
(図一4カ ウシャーンビー軍持遺物資料,デ リー ・プラーナ ・キラー博物館所蔵)
陶器の表面には赤色泥漿を使用 しているが,表 面の色がやや暗 く見える。泥漿が剥がれて胎
土が現われている。大体は,粗野な表面様相は泥漿技法に問題があったことが解る。@形 は15
皿mの比較的高い尖台をもってお り,⑮形は5mmの底い尖台,◎形は尖台が破損 している。つま
り,唐軍持に比べて尖台が短か く,排水口が細 くなっているのが特徴である。⑥形は蓋の部分
と尖台部分がないクシャーン朝時代の細長頸瓶の頸部である。◎形の尖台は,蓋 の直経が85
mmになる大形尖台として,釈迦の生存時の持ちものであったと言 う。その大形軍持に関する玄
奘の記録 と照合すると,アジャンター26号窟涅槃像の軍持の大きさは同一である。
ウッタル ・プラデーシュ州,ア ラハーバー ドに位置 した遺跡地カウシャー ンビーで1949年
から1967年まで発掘調査された遺物の中に,破 片となった軍持の重要な部分が蒐集されてい
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る。図で提示すると下記のとお りである。
図4カ ウシャー ンビー
(2)サー ンチー軍持(図 一5サ ーンチー軍持遺物資料,サ ーンチー考古学博物館所蔵)
器表面の赤色泥漿技法は完璧であり,特に表面の色は光沢が出る赤色陶器である。@の 形は
唐の白磁や三彩に焼成された軍持の典型であり,胴体は,肩部の形を見ると広肩形瓶として推
測される。⑮一1は洗練されていない添水口の形であり,⑤一IIは添水口の頸が⑤一1に比べ
ると長 く,洗練 した形として唐時代の添水台形と類似している。
(3)ラー ジガー ト軍持
(図一6ラ ージガー ト軍持遺物資料,デ リー ・プラーナ ・キラー博物館所蔵)
@は より長い頸の形であり,蓋の上部にはひじょうに小さい尖台がついている。赤色泥漿を
表面に塗って焼成していたが,現在,遺物の大部分は泥漿が剥がれて胎土が露出している。⑤一
1は,5世紀初めに製作されたと推定され,グ プタ朝時代のダルマラージカーで發掘 された軍
持の添水台形と同じように,人間のあごと類似 した形をしており,添水口がダルマラージカー
軍持に比べて古拙である。添水台と胴体の問に田の形状をした水を濾過する装置になっている
のが特徴である。⑤一IIは,黒色泥漿を部分的に塗 って焼成 した器物の添水台形である。
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図5サ ーンチー
考古学博物館所蔵 軍持部分資料 図6ラ ージガー ト
(4)ソー ムナー ト軍持
(図一7ソ ームナー ト軍持遺物資料,デ リー ・プラーナ ・キラー博物館所蔵)
比較的光沢がある赤色陶器として,尖台形はルパールのものと同一である。添水台は精巧に
作られ,水羅機能に合うように添水口がやや外反されている。添水台を正面か ら見ると,その
形の中央部分に鋭い垂直線を中心に左右対称になっているのが特徴であり,赤色の光沢はグレ
コ ・ローマン型の色相に比べても劣らない。
彳 ンて＼
1
図7ソ ームナー ト
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(5)ルパール軍持
(図一8ル パール軍持遺物資料,デ リー ・プラーナ ・キラー博物館所蔵)
赤色泥漿を使 っているが光沢がな く,カ
ウシャー ンビー遺物 と同 じく表面技法が粗
鷺1偲雲丿藍:錨欝纖
型的軍持 と類似 している。 ⑤は円筒形の尖
台 と長頸部を もち,比 較的直経が細い蓋 は
隣1雛鞭轡に盤綴
示す遺物はクシャー ン朝の時代に流行 した
軍持形 として,主 にイ ンドの西北地域 とは
離れた所であるカウシャーンビーとイン ド
中北部のサーンチーか ら出土 した遺物が大部分であり,それ以外にもイン ドの全地域で製作さ
れたことがわかる。インドの西北地域のガンダーラは,イ ンドのヘレニズム文化の中心地であ
り,カウシャーンビーとサー ンチーはガンダーラ地域から離れた場所であったことを考えると,
西方の陶器がガンダーラ地域を通 じてそれぞれの地域に伝わってきたものとして見るのが妥当
であろう。 しかし,クシャー ン朝時代のガンダーラ地域では軍持遺物がまだ発見されていない。
五.グ プタ朝の軍持
ベ ンジャミン・ローランドによると,グ プタ朝は,320年,インド東北部のパータリプ トラ
を都 とし,始祖のチャンドラ ・グプタ以後,断続的に行われていた征服事業を通 じて,北 イン
ド全域を統一 した。5世紀中頃には 「白フン族」14'の侵入によって一時的断絶があったが,647
年までの3世紀間,イ ンドの北部と中部地方で文化を開花させた。また,中 国の求法僧 ・玄奘
の記録では小乗仏教 と大乗仏教がともに繁榮していたことが記されている。ナーランダーでは,
大乗仏教の大学がある程度隆盛 したが,ヒ ン ドゥ教が勢力を拡げ,「ヴィシュヌ」神が崇拝の
主な対象になったため,仏教は教理的にヒンドゥ教に同化され,イ ン ドの仏教は消滅 した時代
であった。イ ンドはマウ リヤ朝か らグプタ朝 まで,13世紀にかけて漸進的に仏教文化を発展
させ,「すべての芸術分野で所謂インド古典主義 といわれる文化を創造 した。この時代にイ ン
ド芸術は様式と図像,均 衡と調和を成就 し,全インドに歴史上完全な規範を確立 したので,グ
プタ朝の芸術はインド古典期の芸術とよばれる。」157
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図8ル パール
(1)グプタ朝時代の軍持
マウリヤ朝以後,各 時代にわたって漸進的に変遷 した宗教状況によって必然的に変貌 してき
た軍持は,①工芸的技法である轆轤成形によって作られ,②石窟の仏像彫刻の左手に把指され,
③石窟壁画の絵画の中に描かれるようになった。5世 紀半ば以前に製作 されたものとしては@
タキシラのダルマラージカー遺跡で出土 した添水口,外反形の添水台をもつ軍持があり,⑮5
世紀末頃に完成されたアジャンター石窟16号窟の左側の壁面に描かかれた軍持,◎6世 紀末
頃に完成されたアジャンター26号窟の左側壁面に彫刻された涅槃像の持つ軍持,⑥ グプタ朝
と仏教の衰退期の7世紀に作 られた,エ ローラ8号窟の尊像の左手に把 られた軍持等の遺物に
よって,グ プタ朝時代の軍持の類形が把握できる。
以上のグプタ朝時代の重要軍持遺物を次の図面に例示する。
② タキシラの 「ダルマラージカー軍持形」16>(図一9)
図一9の 図面の左側に附着された添水台の添水口部の外反は,
唐代の軍持 と同一であるが,添 水台形は人間の顎を想起 させる形
が一段屈曲 し,唐の軍持 とは相違を見せ る。器下段部の高台 も,
唐の軍持 とは同 じ外高台形式である。器上段部の欠損で尖台の有
無は確認できない。図面の左側頸部の断面の黒線が上昇 しながら
漸進的に太 くなる。図から推測すると,尖 台があった器物であっ
たことがわかる。従 ってこの瓶は,図 面 に示すように細長頸瓶の
形式の口縁部を もっているものではな く,尖台が器の上段につい
ていた ものといえる。 添水台が必然的に尖台を同伴するという
軍持形式の特性か ら予想 して見て も,尖台がある器物だ ったこと
は確かである。 このことを裏付けるのは中国の僧侶,法 顕がイン
ドを巡礼 した5世紀初め頃は,タキシラがまだ繁栄 していた都市だったので,ダルマラージカー
寺院ではおそらくこの器物が使用されたと考えられる。
(3)アジャンター16号窟の 「難陀」17)の出家物語に表現された軍持形
グプタ朝の古典文化が隆盛 したヴァーカータカ朝ハ リスナ王(在 位462-481年)時代に
かかれたアジャンター石窟c16-7d壁画左廊 「難陀出家物語」右中段に描かれた一組の双の
浄瓶中左側の瓶は軍持である。(図一10難陀出家物語壁画)
図一10②右側の中段の二個の柱の中に見 られる浄瓶一双の形態を拡大すると図一10⑤であ
る。
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図9ダ ルマラージカー軍持形
図一10の壁画に描かれた瓶の材料が陶製 と仮定すれば,原 形は回転轆轤を使用 して成形 し
たため左右対称の形になる。従って,この二個の瓶の原形を復元すると図一11になる。
左の添水台 と尖台が附着された軍持形浄瓶は,広い肩形でダルマラージカー軍持図一9と は
胴体形に差異がある。このような現象はグプタ朝の5世 紀頃に,軍持が梨形 と広い肩形の2種
があったことを示している。右の細長頸瓶は,壁画の剥落によって尖台があるもののように錯
覚されるが,実 際には細長頸瓶である。この時代に出家の為には軍持と細長頸瓶(澡 罐)が 必
要であったことが想像される。
(4)アジャンター26号窟の涅槃像(図 一12@・図一12⑤・図一12◎)
6世紀末頃に建立 されたアジャンター26号窟の内壁には,仏 の涅槃の場面が,浮 彫であら
わされている。この壁面に見られる軍持の胴体形は,ダルマラージカー軍持形 と同一で,梨形
で大体下広形である。 これは5世紀中頃以前に製作されたとされているダルマラージカー軍持
と同一の胴体形を見せるので,グ プタ朝全時代を通 じて下広形軍持がイン ドで製作されていた
ことがわかる。軍持が紐でしばられて壁面に45度の角度でななめにかけられている状態が,
添水台と尖台の構造を情密に表現 している。ダルマラージカー軍持形に比べて高台が省略され
た点と,添 水台の角度が外反されていて,尖 台の形象が変形されていた点は,上 の図一10の
絵画的表現に見 られるのと同様の省略表現である。これは,壁面に描かれた主題が涅槃の釈尊
仏であるため,細 部描写が省略されたと推測される。このような見解から,おそらくこの涅槃
像の軍持の添水台はダルマラージカー軍持 と同一形 として考えることが可能である。
図一12アジャンター26窟の涅槃像の軍持は轆轤で作ったものと推定される。図式すると図一
12◎になる。
底に高台がな く,丸いものは移動時に水瓶を持ち歩 くように袋に入れて紐をつけて肩にかけ
た り,壁や木にかけたか らである。平面におかない用途で作 られた もので高台がない。5世 紀
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図io難陀出家物語壁画
図n工 芸的技法として整型化した
図10一⑮の図象(面)
図12⑤を整型化 して軍持 で復元す ると図 一12⑥になる
中頃以前に製作されて使われた,ダ ルマラージカー軍持と共に梨形で,グ プタ朝時代に流行 し
た軍持であり,紐である空間にかけて吊す軍持形の典型的な遺物である。釈尊仏の入寂時,哀
悼す る弟子たちとともに寢床の前面壁にかけられているのである。5世 紀のグプタ朝時代の
「荘厳具」として軍持の重要性を示唆している。上の図一12⑤の軍持下段部に見える袋は 「濾
水嚢」または 「水羅嚢」で,僧侶が修道のため行う頭陀行時の持物の中の一つである。
(5)工ローラ8号窟梵天像の軍持(図 一13)
仏教の衰退期である7世紀の後半に製作 された最後の仏教石窟が遺跡エローラ8号窟である。
その前室の左側の龕室に描かれた梵天像は女性像とともに立 っている。この梵天像の左手に把
持されていたのは軍持である。図として提示すると下記のようになる。軍持の下段部が蓮葉で
包まれているのを見ると,前述の涅槃像の軍持とともに高台がない卵形の胴体として把握 され,
頸部が細長頸形式で太くて短かい形式にな っているのが特徴である。この梵天像の製作年代か
ら見ると,「義浄」181のイ ンド訪問の時期(675-695)と一致する。胴体形が広い肩卵形であ
る唐代に製作された一連の白磁軍持形 と同じ形態であることを示 している。即ち,7世 紀末頃
図13工 囗一ラ8号 窟梵天像の軍持
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の軍持の唯一の資料であり,中国唐代の軍持との関連を示す重要な遺品であることを指摘 して
おきたい。
おわりに
唐代に流行した持物であり,僧侶の生活必需品としての添水台 ・尖台附着形軍持浄瓶は,アー
ナ ンダ ・クマーラスワー ミーが1920年代に発表した論文の中には,イ ンドにある軍持の原型
に関する簡略な言及はあるが,詳 細に資料を提示したものではない。
本研究では,BC3世 紀末マウリヤ朝時代のジャイナ教や仏教の思想と関連がある軍持や,
大乗仏教が台頭 したクシャーン朝時代,あ るいはインド仏教の最盛期であるグプタ朝時代の遺
物資料を蒐集 して提示 した。尖台および添水台附着形軍持の成立は,浄水を採取するための特
別な構造で,食 用水に浮ぶ微細な虫を濾過する発想は殺生禁忌の仏教思想から始まったのであ
る。 このような理由で,BC3世 紀マウリヤ朝から使用され始めた軍持は,仏教衰退期の7世
紀までインドで流行 した器物だと思われる。浄水採取方法は,義 浄の 「南海寄帰内法伝』19)の
「水有二瓶」條に仔細に記録されている。アジャンター26号窟の涅槃像に現われている軍持 と
濾水嚢は,水羅水または濾羅水の重要性を記念碑として象徴化 したことで,こ の時代に軍持が
仏者の日常的容器として普遍化されていたことがわかる。
サーンチー考古学博物館,デ リー ・プラーナ ・キラー博物館,マ トゥラー博物館,バ トナ博
物館所蔵の軍持の尖台,添 水台破片などは紀元前後のクシャーン朝の時代にすでに軍持形が工
芸的轆轤技法で定形化されていたのを証明 している。
アジャンター16号窟の壁画資料を通 じて,広 い肩形軍持と澡罐(卵 形細長頸瓶)の 定型を
知ることができる。26号窟の浮彫 りされた涅槃像 と,前章のダルマラージカー軍持(図9)
の下広形軍持は,イ ンド古典期にどんな形状として規範化されていたのかを見せて くれるもの
である。
アジャンター16号窟の広い肩形軍持は,唐 代の軍持に影響を与えたので,宋 代と高麗時代
にも非常に流行 した。 しかし,唐の初期中国形陶磁軍持にはこれらの形はほとんどな く,卵形
軍持が大半である。 これは唐の卵形軍持が中国形の定型化であったと言える証左である。8世
紀に入って唐代の中国に定着 した軍持形は,グプタ朝軍持を原形 とし,次第に中国化されていっ
た。8世紀のイ ンドでは軍持の形体が変化 し,第五章で言及 したように,イ ンドの宗教が ヒン
ドゥ教を主流とするようになり,仏教がイ ンドから消えていったことと深い関係があると言え
る。現在,イ ンドの軍持遺物の資料がほとんどないのは,低 温で焼成された土器のため,破損
が甚だ しいという理由もあるが,主な原因は7世紀以後仏教の衰退 と同時に,イ ンドでは軍持
を生産 しな くなったことと関係する。
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以上の ように,唐 軍 持の原型 であるイ ン ド軍持 の時代的,地 域的,様 式的特徴を,陶 磁軍持を
中心に研究 した。本研究 はイ ン ド軍持の①起源②展開③ 中国に伝わ った時期に関する内容 を通
じて,イ ン ドでは陶磁軍持が時代 と地域 によって,ど んな形式へ と変貌 し,完 成 され たか を大
まかに提示 した ものである。
今後,イ ン ド全地域 の軍持遺物を よ り幅広 く,イ ン ドの習俗的,地 域 的,文 化 的,気 候的要
因によ る軍持形 の特徴 を研究 し,ま たイ ン ドの軍持が唐時代 に中国の西安 と洛 陽地域 に伝わ っ
た経路 と唐軍持製作 の動機,時 期,遺 物 の特徴 に関 して研究を深めていきたい と考えて いる。
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